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横浜槽報文化センター・横浜都市発展記念館・横浜ユーラシア文化舘

所 地:横浜市中立自本大通� 11・12番地

綾 工:1929 


4多:	2000 (横浜↑商事長文化センタ…)


2002 (横浜都市発展記念館・事費浜ユトーラシア文

化館)


途:麗示場・事務所(改修前〉
 
i毒物館、図番館、事務所、飲食出〈改諺後)


有 :(横浜情報文化センター)側横誤産業振興公社

(横浜事芸術発展記念館・横浜ニL…ラシア文化綴)


績浜市教育委員会

改修設計者:	(i横浜情報文化センター)鮒日


(横浜都市発緩記念館・検浜ニトヴシア文化館)横i兵市建築局教育雄設課ー(掬日建設計


麗島建設(械、和関建設側、掛共栄社、新興電設工業線、(捕江滋社

エルゴデック側、大津工業輔、日京工業側、� JII本工業側・昭和設構工業株)

和問建設側、線共栄社、株)神奈111課館事業社� 

この� 3つの議能を持つ建物は、横i兵市の事業として、昭和� 4年に建設された� il日横浜商工焚

励揺j地上4階(設計:横浜市営繕諜)と「旧横j兵市外議話局」地上4措地下� 1階(設計:1註

を保全再生し、新たに新築部分地上� 12階地下� 3階を加えた複合文化施設として、� 2002

O

思

一所

三文穆施工者:(横浜'情報文化-¥!ンター}

(綴浜都市発展記念館・被浜ユーヅシア文化館)	

7年 月に竣工している� 

槙j兵rtrの都市デザイン盆が定めたまちづくりガイドラインに従い、新16の遺物が調和し、日

本大通り地区再生のプロトタイプとして周辺の腫史的景観の保存再生に寄与している。

改修にあたって、特に註註される点は、� il6機誤商工奨賠詰jが昭和� 50年境より、空家状態

になっていた為、外装整体の損傷劣化が急速に瀧んでいた。その為、既存競体を健全な状，撃に

再生させるため、電位惑により特殊アルカリ溶液を議実強制的に浸透させる、電気鈴符アルカ

リ化工法が諜荊(国内最大麗護〉されていることである。

樹震的には耐撰壁の議強及び、新設により� 1s=0.75が薙保され耐震安全性が薙保されている。

また、内部ではそを諮の丸柱とアーチ状のハンチ梁の意匠が特徴的である。その為に、空調や

防災設舗の記管配組の為に蔀爵2重床が採用され、建築藤準法1638条特認による排機設備の

画免除等の工夫が行われ、当時の雰囲気を醸し出すことに成功している。

外装外壁は段春のイメージを残すために、語力段容の仕上げ材を議強補修し利用されている

が、新築部分や、剥離が著しい部分について誌現代の技摘で忠実に援元将生されている。

この建物が成功しているのは、設計者の車り組みに対する真撃な態度である。しかしながら、

も賞賛されるべきものは、地下鉄のルートを変更させてまでして、呂本大通りの段、史的景観

の保存再生に取り組まれた議採草の姿勢であろう。
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